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遊び行為の学習過程

－パーソンズ理論からのアプローチー

Learningprocessofplayingaction

-approachfromT、PaTsons，theory－

坂賢次筒Ｅ
ＪＵｑも

って位置づけられるところから，これらは主にパーゾリ

テイ体系に関連する概念である。

例えば野球を例にとれば，野球それ自体は遊び行為で

もまじめ行為でもなく，それが遊び行為となるのは野球

をすることで主体の即時的欲求が充足される人にとって

であり，もしも主体が上役に誘われたために将来の昇進

のことを意識して野球に参加するのであれば，それはあ

きらかにまじめ行為である。また別の例で，サラリーマ

ンに人気のあるマージャンを考えてみても，付き合いマ

ージャンをせざるをえない人にとって，それはまじめ行

為であり，友人とのマージャンは遊び行為である｡2）

遊び行為はさらに限定性一無限定性の軸によって分化

される。｜堰定的遊び行為とは，遊び主体が客体との間に

ある一定の限定的な関係のみを維持しようとするもので

あって，経験的には現代のレジャー3)産業が提供する遊

び客体との間で遂行される遊びのほとんどすべてが限定

的遊び行為といえよう。これに対して無限定的遊び行為

とは，遊び主体が客体との間に全人格的関係を保ってい

る遊びであり，例えばヒッピーの遊びとかカーニバルや

祭といった昼夜を問わず数日間行われた宗教的祭祀など

がそうである。最近の祭復活ブームは，レジャー産業の

機能性のみを重視する限定的遊び行為に対して，少しで

も遊びにおける全人格'性を回復させようとする無限定的

な遊び行為への希求といえよう。

次に遊び行I為の構成要素をＡＧｌＬ機能にしたがって

検討する。この時，カイヨワの遊びの分類4）（アレァ・

アゴーン・ミミクリー・イリンクス）は，遊び行為の各

機能を遂行する構成要素として解釈し直されるならば，

次の如く有川な遊び行為の下位単位として蘇生される。

④適応機能とアレア（賭）

遊び論は，６０年代の高度成長経済を背景としたマスレ

ジャー社会化のもとで，様々の学問領域から数多く提示

されているが，こと社会学に関する限り，理論社会学と

の接触を意識しながら展開された遊び論はほとんどな

い。そこで本稿は理論抜きの社会学的遊び論を批判する

意味をも込めて，あくまでも社会学理論特にパーソンズ

理論に準拠し，よって一般化された行為理論に立脚しな

がらその限定された行為である遊び行為、を解明しよう

とするものである。ただし遊び行為をすべて説明するの

は種々の点で不可能なので，特にパーソナリティ体系と

文化体系を結合させる過程である遊び行為の学習過程を

中心に説明していく。

遊び行為の位置づけとその構成要素

遊び行為は,すべての人間（赤子から老人まで,また原

始社会から脱産業社会の人間まで）が生活している状況

において享受している行為である。例えば野球をするの

が楽しい人にとって，料理をするのが好きな人にとっ

て，また仕事に生き甲斐を感じる人にとって，それらの

行為は遊び行為である。遊び行為とは，パターン変数を

使用すれば，感情性一感情中立性の軸が最適な尺度であ

り，この二分法のうち感情性によって位置づけられる行

為である。感情性とは行為の選定において即時的欲求の

充足を求めるものであるから，したがって遊び行為なら

ば，行為の遂行過程ないしはその直後に，行為主体にな

んらかの欲求充足がもたらされるはずである。遊び行為

の対立概念は，ここから感情中立性の行為，つまり将来

における結果を評価することで即時的欲求充足の機会を

断念する行為となり，ここでは一応まじめ行為と称して

おく。遊び行為一まじめ行為が感情性一感情'１１立性によ
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行為は常に状況において遂行されるから，行為を構成

する一機能として，行為には状況に適応する機能が不可
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作Ⅲ１，という目標を達成する。しかし彼らの演奏する行為
における機能的必要は，演奏過程において各人がインタ

ープレイをすることによって，各人が一つの演奏をする

という行為のうちに連帯を感じそこから演奏過程に統

合されていくことである：したがって,よく芸術家が「作

，[,,'1という結果にたいした懲味はない，『|矼興なのは作品を

ilill作しつつある過程だ」ということを述べているが，こ

れなどもミミクリーを原理とする遊びが連帯し統合する

ことを機能的必要としているからだという主張によって
正当化されよう。

①洲ｒ[;性とイリンクス（舷鍛）

勝ｲﾋﾟ性次元は，行為者llM々の緊張処理をする側面と，

体系の価値パターンを維持する側面とからなるが，イリ

ンクス機能に相当するのはｉｊｉ者の緊張処理の機能であ

る。例えばイリンクス遊びの典型であるゴーゴーダンス

を考えてみるのゴーゴーは肉体を極限まで酷使し，その

''二'で曝発的なエネルギーを消費させることによって，カ

イヨワの言う眩量を感じる遊びになるのだが，これを行

為体系理論の立場から言えば，ゴーゴーとはまさに行為

者の緊張処理を磯能的必要とする遊び行為であるといえ

よう価ゴーゴーを剛るとか酒を飲むといったイリンクス

槻能の遊び行為，すなわち眩騒を感じることでの緊張処

理を機能的必要とする遊び行為は，特に現代人の如き日

常生活において多面的に期待されている役制群を遂行し

つづけなければならない人にとって，役割葛藤などから

生じた緊張を解きほぐすのに不可欠の遊び行為となる。

ここからイリンクス機能は遊び行為における洲在性次元

の機能であると規定される。

以上より，遊び行為は④アレア機能・◎アゴーン機能

.①ミミクリー機能．①イリンクス機能から構成される

行為として規定される伺い

欠の要素である。適応機能は行為一般における機能であ

るが，行為一般ではなく遊び行為に限定した時，適応機

能はアレア機能として，つまり遊び行為という特殊行為
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における適応機能を意味するものとして限定化される。

カイヨワによればアレアは破滅的で厳密なルールに従う

遊び原理であるが，これを行為体系理論から解釈すれ

ば，アレアは遊び行為においてルールという状況に適応

する機能であるといえよう。例えばギャンブルはルール

を守る人にとってのみ有意味な遊びであって、ルールを

守らない人にとっては全く成立しない遊びであるよう

に，ギャンブルとはルール枠という遊び状況に適応（ル

ールを守ること）することを機能的必要とする遊び行為

である．ここからアレア機能は遊び行為における適応機

能に相当する。

Ｏ目標達成機能とアゴーン（競争）

スポーツ，例えば相撲を考えてみよう。１１１桃がアゴー

ンの遊びであることは自明である。相撲は、｜;'1手を負か

して自分が勝利者になることが最も重要な点である。た

とえルールに忠実に適応する人（例えば，立合いに腰を

充分におろしてから立ち上がるという相撲のルールに正

確に適応する人）でも，彼が勝負に負けてしまう人なら

ば，彼は相撲をとる人としては失格である。相手を１１可否

し，そして勝つことが目的である。つまり相撲における

機能的必要は力を競い合うというアゴーン機能であり，

またそれによって勝つという目標達成機能である。この

例から分かるように，アゴーン機能は遊び行為にオァける

目標達成機能に相当する。

①統合機能とミミクリー（棋倣）

行為の第三の機能は行為主体間の連帯ｃ統合を保つこ

とである。この統合機能は遊び行為におけるミミクリー

機能に一致する。例えば青楽を何人かで演奏するとい

う、一つのミミクリー遊びの典型を考えてみよう４彼ら

は，｜則分達が操作可能な楽器とかその他演奏この約'１〔事

に適応し，その二とで何らかの音楽を演奏し，その結果

駐

I）遊び行為という用語は，日常的用語である遊びから
区分された社会学用語とするために，一般行為体系
ＦＩＩ論との関連から剣Ⅱ(された用語である。

２）ただ一般に野球やマージャンをすることは多くの人

に遊び行為と意識されるところから，遊び行為を実
ｉｌｌ１:するために操作化する段階で，野球などが遊び行
為として位置づけられるだけのことであって，それ
らが常に遊び行為というわけではない、遊び行為は
あくまでも分析上の概念であって．経験的概念とは
区分されなくてはならない。

３）レジャーとか余暇としⅡ．〕|]常的用訴から区分され
る分析的概念としての余暇行為というlllWFを提示
する。余暇行為は，施織l:会以降に恰いて労働の分
英化合理化によって'１《じた近代的労働と対立すると

アレア

適応
Ａ Ｇ

アゴーン

目標達成

潜在性

(緊張処理）

イリンクス

Ｌ Ｉ
銃『合

ミミクリー
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間に，直接的には両親や兄弟姉妹や仲間集団から間接的

にはその社会のもつ遊び文化から，いかなる遊び行為を

教え込まれていくのかそして学習していくのかというこ

とであるが，この過程は成人期の遊び－余暇行為')の選

択幅を大きく規定する点で非常に重要な論究対象であ

る。例えば，女性が一般に男性よりもスポーツに対して

関心がないのは，一つの大きな要因として，女性が遊び

行為の学習過程においてスポーツに重点をおいていない

からだ，というのは正当な主張といえよう。たとえどん

な遊び－余暇行為でも，それと同一の機能的必要をもつ

遊び行為が社会化過程において欲求充足をもたらすもの

として学習されないかぎり，それが成人期において遊び

－余暇行為として選択される可能性は少ないだろうし，

またたとえ選択されたとしても，それがパーソナリティ

に内面化された欲求性向となる可能性はさらに少ないだ

ろう。

遊び行為の学習過程は，パーソンズの一般的社会化過

程（心理的＝性的発達の位相的展開の過程)2)を無視す

るものではなく，反対にそれとの深い関連から考え出さ

れたものなので，以下の論究は一般的社会化過程の正当

性をさらに補強するものとなるはずである。そこで以下

各位相ごとに論じていく。

遊び行為の

ころの歴史的所産である。この対立概念は労働行為

であり，両概念に適用されるパターン変数は普遍主

義一個別主義である。余暇行為は，個人の意のまま

になるところのカセクシス的標撫によって行為の選

定がなされる点で個別主義の行為であり，労働行為

はすべての個人を等質に結ぶ認知的標準によって行

為の選定がなされる点で普遍主義の行為である。労

働行為一余暇行為が普遍主義一個別主義のべターン

変数に関連することから分かるように，両概念は主

に社会体系レベルにおいて扱われるべき概念であ

る。それは丁度，遊び行為一まじめ行為がパーソナ

リティ体系レベルに関連した概念であるのと対比さ

れる(

4)カイヨワの遊び概念は，意志軸とルールljlllの交差に

よって,基本的な4つの遊びのカテゴリーに区分され

る。意志軸とは，遊び主体の客体に対する参加の仕

方が自己破滅的か，それとも創造的かという軸であ

る。ルール軸とは，遊び霧体がルールをもつか否か

の軸である。＜アレア＞は賭や運と訳されているよ

うにギャソプ'し遊びである＞＜アゴーン＞は鱗争を

する遊びでありスポーツがこの典型である。＜ミ

ミクリー＞は模倣の遊びであって，演劇・音楽な

ど一般に芸術と称される遊びが具体的にはあげられ

る。＜イリンクス＞は眩量の遊びであり，麻薬･酒・

祭などがそうである。(RogerCaillois,ＬｅｓＪｅｕｘｅｔ

ＬｅｓｌｌｏｍｍｅｓＷ１９５８．Ｒ，カイヨワ署，１１１１水幾太Ull

霧生和夫訳「遊びと人ＩＩｌ１」岩波,IIwlki）

へ～意志

ルールへ

①位相一ロ唇依存期の遊び行為
ii1造n，’

1

戸ゴーン．

破滅的

「生後一ケ月近くたって，積極的に泣き声をあげたり，

動く物を見つめたり，ガラガラなる玩具の音にしばらく

静かになるまでに発達するころから，遊びが始まるとす

るのが至当であろう｡｣8〕高野清純によると，生後一ケ月

あたりから`）乳児の行動は遊びの萠芽となり，その後，

手の機能が発達・多様化（指の開閉や衣服をひっぱる）

して，乳児の遊びは複雑化していく。２～３ケ月たつと、

頚部や腕などの筋肉の制御が可能となり，さらに視力や

聴力も発達してくると，物や玩具の性質を探索して遊ぶ

アレアリアコ

イリンクス クリ

5）遊び行為のlNi1Jlii要素の具体例を要約して下表に示

す。

二遊び行為の学習過程

遊び行為の学習過程とは，誕生から成人に到るまでの

|…γ'・アゴ→|…'一Ｍ…遊び行為１機能的必要

ルールへの完
全適応
(報酬の損益）

Ｉ
社交的空間に
ふさわしい礼
装

ルーレット回

転中の自己崩
壊感覚

ﾙｰ…卜｜ア(,『 勝 敗

野球｜ア(薦)ン
ﾉレ ﾉレ

負勝 応援ユニフォーム
(春判）

演奏過程にお
けるスウィン
グ感覚

音楽上の制約
(楽器，譜面）

作品
(音楽コンテスト）

演奏過程
(イソタープレイ）

ミミクリー

（模倣）

イリンクス

（舷量）

青楽演奏

上手な踊り手
のパターンの

模倣

踊ることでの
自失状態

音楽への適応 ゴーゴー大会コリー－．
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ようになる。この時期ではながめるもので音のするもの

が意味をもつようになる。例えば，ベットの上に吊り下

っていてくるくる回転しながら美しい色模様を織りな

し，かつオルゴールのついている俗にガラガラという玩

具は，この時期に最適な遊び手段である。

４～５ケ月たつと目と手の運動の協応の基礎ができ，

半年もたつと知的・情緒的発達が著しく，周囲の事物の

視覚的聴覚的刺激に反応して組織的に遊ぶようになる。

このころいたずらが目立つようになる。８～９ケ月たつ

と噛語を発するようになる。これは，大脳巾稲が成熟し

て，発音に必要な筋肉の調整ができあがった結果である

が，これによってに１分の耳で自分の声を聞くことに快を

感じるようになり，声を発しての遊びが始まる。１０ケ月

あたりを過ぎると，臓語もその繰り返しによって，音声

のリズム・強弱・高低・音質が学習されて，片言例えば

ママやマンマなどが発せられるようになる。またこの時

期に一万では，全く不安定ではあるが，歩行が可能にな

ってくる。このようになると，目的の場所に行って玩具

でも何でも握ったり，振り回したり，たたいたりして遊

ぶようになる。親によって完全に許容されるいたずらが

最高潮に達するのはまさにこのころである。

以上が，口唇依存期におけるつまり具体的には生後一

ケ月から－才半あたりまでに観察されうる遊びの発達過

程であるが，それらを一般化してこの位相における遊び

行為として要約するならば，それは次の如くなる。

（１）イリンクス機能の遊び行為

口唇依存期の遊び行為は成人のそれとは全く性質を異

にする，すなわち遊び行為の機能分化が全くなされてい

ないという点で異なるが，しかしこの時期の遊び行為は

明らかにイリンクス機能の遊び行為である。ガラガラは

ベッドにいる乳児に眩蹴感覚をおこす，まさしくイリン

クス機能のみから成り立つ玩具であるし，また乳児を高

く持ち上げたり，グルグル回転させて，快感を与える遊

びも同様である。また購語と不安定な歩行は，成人にと

って最高のイリンクス機能の遊び行為である飲酒と非iii；

によく似ている。飲酒は酔うことに意味があり，その酔

いが体に回って自己崩壊感覚をもたらし，呂律がまわら

なくなって訳の分からない言葉や奇声が発せられ，そし

て千鳥足になることで遊びとなる」飲酒はまさに臓譜プ

ラス不安定な歩行である。成人にとっての飲酒と口唇依

存期における哺語や不安定な歩行といった遊びは，その

機能的必要として同一のイリンクス機能をもつ遊び行為

なのであるｐ

イリンクス機能の遊び行為が口唇依存期において最も

顕著だという命題は，この時期の社会統制原理との関連

からも正当化される。この時期において乳児に快感を与

えるイリンクス機能の遊び行為は，それが具体的にどん

な遊びであっても，またいかなる状況において遂行され

ても，許容される。例えば，乳児が障子を破くことに快

感を符るならば，障子破りの遊びは彼に許容されるし，

また結婚式や葬式といった社会的慣習からの拘束が強い

状況にあって，乳児がどんな奇声哺語を発したところ

で，それは許容されている。いたずらが何故にこの時期

において顕著であるのかは，社会的統制原理が許容だか

らである。許容されるからこそ，いたずらが遊びとなり

うるのである．このように，イリンクス機能の遊び行為

とその統制原理としての許容との間にみられる内在的関

連性ＩＤと，口唇依存１０１における一般的な社会的統制原理

は許容である，という二点によって，前述の命題は正当

化される。

（２）未分化な遊び手段と母子一体遊び

口唇依存期では乳児は彼独自のパーソナリティをもっ

ていない。彼は彼の口唇を媒介として母と一体となるこ

とで，彼の（厳密には母親の）パーソナリティを保つ。

この母子一体性は乳児の遊び手段と遊び形態に関して次

のように作用する。

乳児が遊ぶ時、玩具のような遊び行為に固同な手段は

必ずしも必要というわけではない。理由は，乳児にはま

だ生活具と玩具との機能上の分化は認識されえないから

である。したがって彼の目に入り手にふれたものがすべ

て遊び手段となる。たとえそれがメガネであろうとやか

んの蓋であろうと，それは彼にとって最高の欲求充足を

もたらす遊び手段となる。遊び手段に関していえば，こ

の時期は生活具玩具一体期7)である。

母子一体性とは母と自己とを同一視していることだか

ら，この段階では自律的な自己は存在していない。した

がってこの段階での遊び形態は母子一体遊びの形態をと

る.たとえ表面的現象的には－人遊びをしているとして

も，それは一人で1.律的に遊んでいると解釈されてはな

らない。なぜならば，乳児は母に全面的に依存すること

によってしか彼の欲求を充足させることができないから

である。

①位相一愛情接触期の遊び行為

愛情接触期を口唇依存期から区分する際に目安となる

のは，比較的安定した歩行と言語の習得である。子供が

はいはいや不安定な歩行段|職から脱皮し，またl1NIi譜から

言語へと学習過程を移行させた時，彼は乳児から幼児へ



学習過秘３５

要とする遊び行為だという点である。身振り遊び．象徴

的遊び・ごっこ遊びはすべて模倣することを根幹として

成立している遊び行為である。「あたかも……の如く演

ずる」ことが機能的必要としてすべての遊び行為に共通

している点である。人形遊びしかり，ままごと遊びしか

'り，怪獣ごっこしかりである。以上から経験的一般化と

して愛情接触期の遊び行為は主にミミクリー機能の遊び

行為である，という命題が提示される。芸術に深く関連

する遊びを学習するのに，岐適なのが愛情接触期,)だと

いう主張もこの命題から導きだされる。この経験的命題

は，ミミクリー機能の遊び行為とその統制原理である支

持との間にみられる内在的|劉連性と，愛情接触期におけ

る社会的統制原理が支持であるという点から正当化され

る。

｜ﾉl在的関連性について。ミミクリー機能の遊び行為は

模倣という役割演技をすることによって成立するもので

あるから，全く似ていない演技をしたのでは，この遊び

行為は成立しえない。したがって，この遊び行為におい

ては，演技者は常に周囲によって似ているという評価．

支持を得なければならない。支持を得た時はじめてミミ

クリー機能の遊び行為は成立する。次に愛情接触期にお

ける統制原理について。この時期に1]:親は子供に自律性

をもたすために，許容から支持へと統制原理を変える。

遊びに関していえば，母親は子供に，障子破りは許され

ないが紙切り遊びは支持されるものであることを教え，

また落書きは許容されないが画用紙に絵を画くことは支

持される遊びであることを教え込む口かくして，母親は

子供の自律性を育てるために，イリンクス機能の遊び行

為を退行現象をもたらすものとして支持せず，ミミクリ

ー機能の遊び行為を支持するようになる。

（２）遊び手段の分化と一人遊び

愛情接触期の遊び手段は玩具である。それは，口唇依

存期におけるピンの蓋のように何でもかまわないという

わけにはいかず，いわゆるオモチャでなければならな

い、人形．ままごとセット・仮面など玩具としての形体

が整っていることが不可欠の要素である。つまり玩具年

令が愛情依存10]に相'1iする。ここにおいて生活具と玩具

の明確な分⑥化が認識される。この分化は，母親と子とし

ての自己との客体弁別が内面化されたことに対応して，

認織されるのではないだろうか。親と子の認識が可能に

なったから，子供は親に相当する生活具と自己に相当す

る玩具とを区分するのである。そして子供は，自分の世

界である玩具の中で大人の世界を模倣する。玩具は生活

具から分化したものであると同時に，それを使用する子

遊び行為

と変貌する。年令で言えば１才半から５才あたりまでが

幼児の段階である。

２才あたりになると，子供は、由で安定した歩行とあ

る程度の会話が可能になるが，遊びにも以前とは違った

質的な飛躍が生じてくる。それは，子供が経験を通して

表象を形成してくることから生じるものである。身振り

遊び，例えばおじぎをしたり，パイパイをしたりする遊

びがここでの典型である。この遊びの段階は，子供''１１の

社会的接触がまだないので，各人l勝手に一人で遊んでい

る段階である。

３才頃になると，ピアジェの称した「象徴的遊び」が

特徴としてあらわれる。それは，眼前にないものであっ

ても想像力によってそれを呼び起し，再柵成する遊び，

つまり虚構の遊びであり，「ふりをする遊び」である。

子供がテレビドラマの主人公のまねをし始めるのはこの

時期からであるし，また女児の人形遊びもこの頃から始

まる。いわゆる玩具が玩具として子供に必要となってく

るのがこの時期である。

４才頃になると，象徴的遊びはより高度化され，いわ

ゆる「ごっこ遊び」の段階仁になる。ままごとはこの典

型である。しかもこの段階になると種々の社会生活との

関連をもった遊びが演じられるようになる。すなわち，

「それまで子供の模倣的行動と同化的行動とが別の次元

でなされていたのに，統一的な特定の内容をもつ行動に

変容するのであるＪ勝）ままごとにおける父親や母親など

の役割模倣は，単なる象徴的遊びではなく，子供の家庭

生活を具体的に表現している遊びなのである、またこの

ころになると，手先の器用さも増すので，はさみを(111っ

て紙を切ったり，絵を画いたりする遊びが出現する。落

書きが始まるもこの時期である。遊び人数も４，５人に

まで拡大されてくるが，彼らの社会的接触度が低いため

に，喧I難は絶えることがない。

５才にもなると，遊びは単純な模倣遊びを超えて，よ

り実在に近い模倣を求めるようになる。すなわち「火在

への迫真的な模倣遊び」が重要視されるようになる。単

なる身振り遊びは減少して，ごっこ遊びの最嘘期を迎え

る。怪献ごっこをする時の子供の模倣は，テレビの主役

の演技と全く同一なまでに完成される。以上が愛'清接ｊＭｌ

期において観察される遊びであるが，それらを一般化す

れば，それは１位相の遊び行為として次のように位悩づ

けられる。

（１）ミミクリー機能の遊び行為

愛情接触期の遊び全般にわたって一致していること

は，この時期の遊びがすべてミミクリー機能を機能的必

の
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の象徴作用によって，生活具と同様の機能を果す．

玩具は自己中心的志向の強い遊び手段であり，スポー

ツ用具などの集合体''二I心的志向の強い遊び手段と対照的

である。ここから愛情接触期の遊び形態は一人遊びの形

態をとるといえる。何故に一人遊びの形態をとるかとい

うと，それは，幼児は親子関係を識別する能力をもって

いることで自律的な自己を確立しているが，しかし他の

幼児との区分を識別する基準をまだ内面化していないた

めに，他者との協同が不可能だからである。喧嘩が絶え

ることがないのもそのためである。ただし年令の上昇に

よって遊び人数が増加し，グループとしての遊び時間が

増加することも事実である。この変化を可能にするのが

母親の支持である。母親が，「○○ちゃんと仲よくしな

さい」とか「△△ちゃんにもオモチャを貸して上げなさ

い」と子供に言い聞かせているのをよく耳にするが，こ

れは〆母親の支持する行為を遂行するならば，母からの

愛情が得られるであろうことを示すことで，子供の社会

化を育んでいるのである。とはいえ，愛情接触期が自己

中心的志向の強い玩具年令である限り，－人遊びがそこ

での主な遊び形態であると主張することは正当といえよ

う。

館１４埒１９７４

第２図

これらの行事については，次のことが一般的事実とし

て確認される。

①遠足と学芸会に相当する遊び行為はすでに口唇依存

期と愛情接触期において学習済みである。

②学校側が小学生を教育していくうえで，ｊｌ１視してい

る行事は学芸会と運動会である。

③４つの行事のうち展覧会は，小学生にとって最も人

気のない行'猟であり，また学校側も副次的なものとして

いる行事である。

以上を参考にしてＧ位相の遊び行為を求めるならば，

それは次のようになる。

（１）アゴーン機能の遊び行為

潜在期に児童が重点的に学習する遊び行為は，アゴー

ン機能を機能的必要とする遊び行為である。この命題

は，前述した①～③の経験的帰結としても正当化される

し，さらには潜在期の社会統制原理が相互性の拒否'2)で

あり，その相互性の拒否を内在化しているのがアゴーン

機能の遊び行為だ's)という事実によっても正当化され

る。しかしここで性軸（道具性一表出性）との関連から

少し複雑な問題が生じる。つまり，エディプス位相を経

験することで児童は４単位の役割弁別を内面化している

が，この時，男児は父親を模倣対象とすることで道具性

への関心を優先させているし，また女児は母親を模倣対

象とすることで表出性への関心を優先させている。この

ことは，遊び行為に関していえば，男児はアゴーン機能

の遊び行為に，女児はミミクリー機能の遊び行為に強く

志向していることを意味する。したがってさきの命題は

]E砿には次のように表現されなくてはならない。潜在期

に児童が学習する遊び行為は，男児に関してはアゴーン

機能の遊び行為であるが，女児に関しては児逝としての

アゴーン機能と女児としてのミミクリー機能の遊び行為

である。女児の方が児童期になると，男児よりも遊びに

Ｏ位相一潜在期の遊び行為

エデイプス・コンプレックスの名称で一般に知れてい

るエデイプス位相を経過した時，子供には４単位の役割

弁別IC)が内面化されている(，子供は，潜在期を迎えた時

にはすでに社会体系成立の最小限の構造と機能を備えた

家族という小集団を正確に認識している。したがって，

潜在期に入った児童にとって，「次の社会化の過程は，

核家族をこえた社会体系の中へ子供を統合する問題であ

るc｣'１）ここから学校や仲間集団や近隣社会における遊

び行為の学習過程が論究すぺき対象となる。そこで，小

学生時において一般に遊びi行為として意識されると想定

しうる小学校の行事について見る．

小学校時代に重要な遊び行事は４つある。それらは遠

足・学芸会・運動会・展覧会であり，遊び行為の機能と

その統制原理によってそれらを位置づけると第２図の如

くなる。遠足は，日常生活においては見ることのできな

い世界へ出て行くという点でイリンクス機能を機能的必

要とするし，また遠足は，子供のはしゃぎ振りに示され

ているように，学校での授業とは全く違って完全に教師

によって許容されている行為だという点で，遠足はＬ次

元に位置する。｜司様に，学芸会は１次元，迦動会はＧ次

元，展覧会はＡ次元に位置する。

展覧会

Ni酬の操作

アレア

Ａ

運動会

相互性の拒否

Ｇ

アゴーン

イリンクス

ii↑答

遠足

Ｌ Ｉ

ミミクリー

支持

学芸会
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である。成熟期になると青年は社会における自分を強く

意識するようになるが，この社会の中の自己を認識させ

るのが報酬の操作という社会統制の原理である。青年

は，時には社会体系の規範に適応することで報酬を受

け，時には社会的逸脱行為をとることで社会的制裁を受

けることによって，大人の社会の柵成員として成長して

いく。そこで岐後に，この社会的構成員への成長過程に

おいて，青年がいかなる遊び行為を学習していくかを検

討する．

（１）アレア機能の遊び行為

成熟期になった時はじめて学習される遊び行為は，ア

レア機能を機能I的必`要とするものである。その理由は，

アレア機能の遊び行為が報酬の操作をその統制原理とし

ているからである。例えばギャンブルを考えてみれば，

アレア機能と報酬の操作との間の内在的関連性は一目瞭

然である。ギャンブルは運に賭けることを機能的必要と

する遊び行為であるが，このことは，運に賭けること

が，その結果として幸遮をつかむかまたは不運に終るか

というサンクションによって有意味化されたものである

ことを示している。何らかのサンクションがない限り，

アレア機能の遊び行為は遂行されないし，またサンクシ

ョンの差が大きければ大きい程，この遊び行為は行為者

の欲求を充足させる。遊び行為者の能力の発揮が完全に

押えられ，ただ単に状況に適応することしかできない遊

び行為において，報酬の操作が重要視されるのは当然で

ある。競輪・競馬・パチンコ・宝くじといった遊びに，

金鍍の損失・鰹得のサンクションが何故に不可欠の要素

かという疑問も以上から充分仁説明される。

サイコロ遊びを考えてみよう。これは潜在期の児童に

とってはすごろく遊びとなるように勝負事であるが，成

熟期の青年にとってはまさに賭事である。一般に勝負事

と賭事は同じような意味をもつものとして使用されてい

るが，両者は全く性質の違ったものである。勝負事はア

ゴーン機能，１１８事はアレア機能を機能的必要とする遊び

行為である。すごろく遊びが何故に勝負事であるかの理

由は，この遊びにはサンクションが重視されていないか

らである。確かに一審に上がった者に対してミカンとか

下位をしっぺする権利といった報酬が与えられるが，し

かしそれがすごろく遊びにおける目的ではない。あくま

でも勝つことが目的であって，報酬は副次的な問題であ

る。このように同じサイコロ遊びでも，潜在期と成熟期

とでは学習する遊び行為が違ってくる。社会的統制原理

が相互性の枢否である潜在期と，報酬の操作である成熟

期とでは，その統制原理との関連から，サイコロ遊びも

遊び行為

対する興味が広くなるという事実の指摘'`)も，また鯏

述したように女性がスポーツに対する関心を相対的に欠

いている事実も，以化のことから充分に説明される。

（２）遊び手段の交替と集団遊び

子供はエデイプス位相を通過することによって，男児

は父親の役割，女児は母親の役ＩＭＩを学習するが，このこ

とは当然彼らの遊び手段にも影響する。遊び手段は道只

性一表出性によって道具的玩具と表出的玩具に分化す

る。男児は汽車やFMIMI車など道具的玩具に志向し，女児

は人形やままごとセットなど表出的玩具に志向する。し

かし玩具は小学校の低学年において衰退する、玩具年令

は一般に才あたりから７．８才と言われているように，

小学校の２．３年になると子供は玩具から離れていく。

その理由は，玩具が自己中心的志向の強い遊び手段であ

って，｜｢'1間集団のためのものとしては不適当だからであ

る。子供が家庭を離れて仲間集団との間に遊びを求めよ

うとするならば，彼は集合体中心的遊び手段を用いなけ

ればならない。それが遊びllj典である。遊びIH具はiWi派

期を特徴づける遊び手段である。潜在期はアゴーン機能

の遊び行為を学習する時期であるから，そのために必要

とされる遊び手段が坑具であることはない。玩具はイリ

ンクスとミミクリー機能の遊び手段でありえても，それ

以上の発展はありえない。スポーツ（アゴーン機能）に

とって必要なのは玩具ではなく，遊び用具例えばグロー

ブでありボールである。もっとも遊び用具がすべてアゴ

ーン機能のためのものだというわけではない。それも玩

具の場合と同様，道具性一表出性軸によって，道具的遊

び用具と表出的遊びⅡ]具に分化する。ｌｊＵ者はアゴーン機

能の遊び行為の用具で主にスポーツ１Ｍ具であり，後者は

主にミミクリー機能を果す芸術的11]具で，具体的にはピ

アノのような楽器や絵の道具である。

遊び手段が玩具から遊び用具に交替したことは，必然

的に遊び形態にも影響する。それは１人遊びから集団遊

びへの変化である。玩具年令では，たとえ人数が増力Ⅱし

ても喧嘩が絶えないように，まだ集団遊びは不可能であ

る。しかし遊び1M具を使用するようになると，そこでは

すでに集合体｢１１心的志向が意識されているので，瞳1噸は

おこることなく集団遊びが可能となる。特にスポーツの

ようなアゴーン機能の遊び行為が遂行されるようになる

と集団遊びが顕著となる。

の

④位相一成熟期の遊び行為

潜在期を経て，リビドーが再び表面化して性器に付着

した時，子供は児迩から青年へと変わる。これが成熟期
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ることによって，すべての遊び行為は学習されたことに

なる、

（２）遊び川具の分化と多元的遊び

遊び手段は位相運動にともなって機能分化しその様相

を変化させてきているが，成熟期での遊び手段は，第３

図に示されているように，潜在期の道具的一表出的遊び

3８

前者では勝負事に，後脅では階事になる。もっともすべ

ての遊びが報酬の操作との関連でアレア機能の遊び行為

になってしまうというのではない。本来アレア機能の遊

び行為として位置づけられるものが，成熟期になっては

じめてアレア機能の遊び行為として学習されるようにな

るというだけのことである。そしてこの学習が成就され

成熟期潜在期口唇依存期愛情接触期

(エディプス位Ｈ１）

）

_）

ス）

祭用具
第３図

用具がさらに分化することで，４単位の遊び用具から構

成される。これらは遊び行為の機能に対応するもので，

ここでは一応ギャンブル用具・競争用具・芸術用具・祭

用具と称しておく。ギャンブル用具とはアレア機能のも

ので，花札やマージャンパイなどであり，競争用具とは

アゴーン機能のもので，スポーツ用具や将棋の駒などで

ある。また芸術用具とは楽器・絵具・写真機などミミク

リー機能の用具であり，祭用具とはイリンクス機能のも

ので主に酒類である。

成熟期の遊び形態は，遊び用具の機能分化から分かる

ように，多元的遊びの形態をとる，この形態は，第４図

に示されているように，行為主体の自律性一非自律性

鮒５図第４図

成熟期

(8-16客体体系）

報酬の操作

･アレア機能の遊び行為

･遊び用具のAGIＬ分化

（
ギャンブル､舵や

芸術、祭

・多元的遊び

）
I'ズ

潜在期

(4客体家族役剤体系）

相互性の拒否

･アゴーン機能の遊び行為

ﾘｊＴ－アゴーン

女児一アゴーン十

。遊び用具

ハ
･集団遊び

ミミクリー

1ｺ唇依存期

(母子一体性）

許容

、Lと

･イリンクス機能の遊び行為

・生活具玩具一体

・母子一体遊び

ソ 愛情接触期

(純一'21ＬＬの容体分化）

支持

･ミミクリー機能の遊び行為

・玩具

．-人遊び

非自律的 自律的

集合的

没自我的遊び

アレア

集団的遊び

アゴーン

個人liI<』

母子一体的遊び

イリンクス

一人的遊び

ミミクリー



遊び行為

(または能動性一受動性）の1紬と集合的一個人的という

外的形態軸によって，４次元の遊び形態'５）から構成され

るｃ

以｣_:，パーゾンズ理論に準拠して遊び行為の学習過程

を検討した。社会,化過程において，子供がいかなる遊び

行為を学習していくかを，一般行為理諭との関連で考え

てみた。第５図は以上を要約したものである。

の学習過紐 3９

〈ないことからも分かるように，イリンクス機能の

遊び行為は許容をその統制原理とするという内在的

関連性がｲｱﾃ圧する。

７）生活具玩具一体期とは母子一体性の遊び手段へのア

ナロジーである，生活具は母に，玩具は子に相当す

る。

８）注３）に同じ，ｐ､１２．

９）例えば斉楽の絶対音隅の習得を考えてみると，それ

には有機体の遺伝的素質が一つの規定要因ではある

が，それを学習の側ｉｍから駆る限り，一般に３．４才

の||(]にピアノを学習しない限り絶対音階の習得は不

可能であるといわれている｡そのHllllIは､この年令

が愛情接触期であり，それはミミクリー機能の遊び

行為を学習する|時期だからである。ここから，愛情

接触期のピアノ学習は絶対音階習得のための必要条

件であるといえる。また別の例で,何故に蓑事始めが

数え年６才の６月６ロ（満年今で４才半から５才半）

に行われるのかという疑問も，その年令が愛情接触

期であることで説明されよう。（もっとも５才を過

ぎるとエディプス危機位相に入ると考えられるが，

この矛,盾は，ロ本においてはエディプスコンプレッ

クスが弱いという事実，つまり欧米に比して日本で

は愛情接触期がより長いのではないかという解釈に

よって解決される。この事実は日本の遊び文化をミ

ミクリー文化であると規定する－大要因である。

１０）世代軸（力の上位一下位）と性軸（道具性一表出性）

による．父・母・息子・娘の４単位の役剖弁別であ

る，注２）参照

１１）注２）の「核家族と子どもの社会化」ｐ、153.

12）相互性の拒否は，力の上位一下位と性差を認識させ

るのに最〕'lmな社会統ilill原理である。

13）勝負する相手はすべて敵という，あくまでも相手を

拒否するというIiiT提があって，ア:ブーン機能の遊び

行為}よ成立する。相互性の#M否のiiii提が無視された

時，それは勝負ではなく八百長試合となる。

11）注３）に同じｐ、19.

15）現代先進社会において，非自律的遊び形態への価値

づ'十は非常に低いので，社会の靴持存続の立場か

ら，この遊び形態は法律上また社会通念上20才頃ま

で禁l上されている。しかしこれらは成熟期の始め

（12才頃）かつ学習されるので，ここにギャップが

生じる｡それがT'f少年の非行化の１１１１題である｡

注

］）遊び－余暇行為は，遊び行為と余暇行為がオーペー

ラヅプしている行為緬域である。遊び行為は感情性

一感情''１立件，余暇行為は(Ujl別主jlif-1Mf遍主躯とい

う迷ったパターン変数i二よって規定される概念なの

で，遊び行為一まじめ行為llIlIlと余liiH行為一労'１ル行為

イリI（よ相互に交雄する概念である。遊び－余暇行為は

この２１lilllの交雄から他じる４つの行為釦域、うちの

一つのカテゴリーであるｃまたこの概念は余暇行為

IIiillとの関連かウ成人にのみ適用可能な概念である。

２）一般的社会化過程についての考察は省略する。Ｔ・

ＰａｒｓｏｎｓａｎｄＲＦ･Ｂａles，「Ｆａｍｉｌｖ：Socializaton

andInteractionProcessJ1956.Ｔ，パーソンズ，

ペールズ箸，橘爪貞雌他訳「核家族と子どもの社

会化」（黎明711房）その要約として，松原治I1lj「核

家族時代」（日本放送出版協会）参照

３）商野清純箸「洲座心１１１１療法第５巻，遊戯療法の理論

と技術」ｐ７．尚口唇依存期と次の愛情接触期にお

ける遊びの具体例のほとんどがこの本によるもので

ある。

４）生後１ヶ月間ぐらいは，子淌内のｌｌｆｉ児の比較的安定

した状態から次の安定期である口唇依存期が硴立す

るまでの口唇危機位相，すなわちlilll粋な有機体から

いわゆる人間への移行段階であって，遊び行為の学

習はいまだなされていないと考えられる時期であ

る。

５）飲酒は一時的な口答依存期への退行現象であるとい

えよう。もっともこれが一時的でなくなった'１iｆ（ア

ル中患者の場合）には，遊び行為の病理学が必要と

される。

６）飲酒には無礼懇が不可欠であり，ゴーゴー（社交ダ

ンスではない）には守らねばならないパターンが全


